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人のうこきは智講書）

人　　口　　　12，568人（＋35）

男　　　　　　6，092人（⊥28）

女　　　　　6，476人（＋　7）

世帯数　　　　3．501声（＋11）

（）内は前月比

誕花312522　7
色
石酪　H　日　日∴臼

師
12　月のこよみ

走
（
し
わ
す
）

句
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま

わ
る
の
で
師
走
と
い
う
。
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飲んだら乗るな　乗るなら飲むな

酒
酔
い
運
転
十
免
許
取
り
消
し

酸
正
道
躇
交
通
法
　
抱
月
1
日
遊
票
鮒
施
祷

5
月
釦
日
に
公
布
さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
一
都
を
改
正
す
る
法
律
は
、
一

部
を
除
い
て
1
2
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
特
に

次
の
点
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
運
転
者
の
社
会
的
宣
任
の
明
確
化

現
在
は
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
等
の
運
転
者
、
沿
道
の
住
民
に
思
い
や
り

が
あ
り
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
運
転
者
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
同

危
険
行
為
等
（
暴
走
族
等
）
の
禁
止
や
無
保
険
草
の
迎
行
者
に
対
し
て
の

行
政
処
分
に
関
し
た
規
定
等
の
整
備
は
、
こ
の
よ
う
は
考
え
方
に
よ
る
も

の
で
す
。

※
道
路
交
通
対
策
の
根
本
的
見
直
し

新
し
い
観
点
か
ら
道
路
交
通
法
が
見
直
さ
れ
、
新
し
い
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

草
を
旗
に
連
ね
て
運
転
し
た
り
、
道

路
い
っ
ぱ
い
に
臆
が
っ
て
の
ジ
グ
ザ

グ
運
転
、
走
っ
て
い
る
草
を
包
み
込

ん
で
の
い
や
か
ら
せ
　
ー
　
な
ど
、
共

同
し
て
交
通
を
妨
著
し
た
り
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
ろ
行
為
を
し
た
抱
合

は
、
全
部
の
車
が
取
り
締
り
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
罰
則
も
厳
し
く
懲
役

6
カ
月
以
下
、
飼
金
5
万
円
以
下
。

違
反
点
9
点
で
、
無
免
許
運
転
よ
り

重
い
行
政
処
分
を
受
け
ま
す
。

◎
故
隊
し
た
時
は
停
止
表
示
を

本
線
草
道
、
路
肩
に
か
か
わ
ら
ず
、

停
車
す
る
と
き
は
、
は
っ
き
り
「
停

車
中
」
の
表
示
器
を
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
罰
則
は
3
万
円
以
下

の
罰
金
。
違
反
点
は
1
点
。

運
転
免
許
制
度

◎
舞
鶴
要
諦
忘
れ
は
6
カ
月
ま
で
数
滴

こ
れ
ま
で
3
カ
月
だ
っ
た
救
済
期
間

が
、
6
カ
月
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

〒
雷
の
通
行
窒
＝

◎
自
転
車
横
断
帯
が
新
穀
さ
れ
ま
す

す
。
特
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
る
事
故
が
年
々
ふ
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
交
通
蛭
が
多
く
、
自
転

車
の
横
断
が
危
険
な
交
差
点
に
は
、

新
た
に
「
自
転
車
進
入
禁
止
」
の
道

路
標
示
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

「
自
転
車
進
入
禁
止
」
の
壁
邪
の
あ

る
交
差
点
で
は
、
自
転
車
を
い
っ
た

ん
歩
道
に
あ
げ
、
自
転
軍
旗
断
帯
を

利
用
し
て
交
差
点
を
渡
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

◎
ブ
レ
ー
キ
の
整
備
不
良
は
処
罰
さ
れ

ま
す

主
　
な
　
改

＝

バ

　

イ

　

ク

ニ

◎
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
真
読
つ
け

正
　
内
　
容

乗
す
る
者
も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遜

反
点
は
一
点
で
す
。

’
ヽ

ま
た
、
自
動
車
専
用
道
路
で
の
二

人
乗
り
が
禁
止
さ
れ
、
邁
反
者
に
は

三
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

暴
走
行
為
の
禁
止

自
動
二
輪
車
、
t
S
g
m
の
乗
車

に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
馨
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
自
動
二
輪
車
に
乗

る
と
き
は
、
運
転
者
も
、
荷
台
に
同

◎
鴨
走
行
為
は
懲
役
6
カ
月

暴
走
族
に
対
す
ろ
取
り
締
り
が
、
一

段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
バ
イ
ク
や

一

一

高

速

道

路

＝

◎
燃
料
切
れ
、
積
荷
の
転
麓
も
処
罰

高
速
自
動
車
道
本
線
車
道
に
、
燃
料

や
オ
イ
ル
切
れ
な
ど
の
た
め
に
停
申

し
た
り
、
走
行
中
諒
荷
を
落
と
し
た

り
、
故
意
に
物
を
投
げ
捨
て
た
り
す

る
と
、
懲
役
3
カ
月
以
下
、
罰
金
3

万
円
以
下
、
逮
反
点
2
点
の
処
罰
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
で
横
断
中
の
交
通
密
教
を
減

ら
す
た
め
、
新
し
く
自
転
車
専
用
の

横
断
帯
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
単
は
横

断
帯
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
、
自
転
試
験
新
中
は
必
ず
一
時
停

止
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
横
断
帯
の
手
綱
0
0
メ
ー
ト
ル

以
内
で
の
追
い
越
し
、
追
い
抜
き
は

禁
止
と
な
り
ま
す
。

◎
自
脆
章
で
の
交
差
点
へ
の
進
入
が
一

部
禁
止
さ
れ
ま
す

交
通
の
は
げ
し
い
交
差
点
を
、
自
転

車
で
検
断
す
る
の
は
と
て
も
危
険
で

こ
れ
ま
で
自
転
車
に
は
、
率
の
車
検

の
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
、

今
回
安
全
の
た
め
の
最
低
線
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

ブ
レ
ー
キ
が
不
良
で
、
思
う
よ
う
に

止
ま
れ
な
い
自
転
車
ほ
ど
危
険
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
速
1
0
キ
ロ
の

速
度
で
3
メ
ー
ト
ル
以
内
に
停
止
で

き
る
ブ
レ
ー
キ
が
基
準
と
さ
れ
、
ブ

レ
ー
キ
不
良
の
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
と
3
万
円
以
下
の
嗣
金
で
す
。
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恩典

健康と活力づく　りにご飯を食べましょ　う

ま
た
、
夜
間
は
後
方
州
メ
ー
ト
ル
か

ら
確
認
で
き
る
尾
灯
か
反
射
器
材
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

色
は
赤
色
、
ま
た
は
ダ
イ
ダ
イ
色
で

後
ろ
か
ら
見
え
る
場
所
で
あ
れ
は
、

大
き
さ
や
取
り
付
け
る
所
は
、
ど
こ

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
歩
道
で
は
車
道
寄
り
を
徐
行
し
て
下

さ
い

自
転
車
で
、
歩
道
を
通
行
で
き
ろ
の

は
、
長
さ
1
・
9
メ
ー
ト
ル
以
下
、

幅
が
0
0
セ
ン
チ
以
下
と
い
う
条
件
に

合
う
も
の
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
と

は
い
っ
て
も
、
歩
道
で
の
通
行
は
車

道
寄
り
を
徐
行
し
て
走
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◎
歩
行
者
用
信
号
に
従
っ
て

こ
れ
ま
で
自
転
車
は
革
の
信
号
機
に

従
っ
て
き
ま
し
た
が
、
車
と
一
緒
に

並
ん
で
走
る
の
が
危
険
な
交
差
点
が

ふ
え
て
さ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
新
た
に
「
歩
行
者
・
自

転
車
専
用
」
の
標
識
が
つ
い
た
歩
行

者
用
信
号
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
歩
行
者
と
自
転
車
は
同
じ
信

号
機
に
従
っ
て
下
さ
い
。

信
号
無
視
は
懲
役
3
カ
月
以
下
、
罰

金
3
万
円
以
下
で
す
。

目
の
見
え
な
い
人
が
道
路
を
通
行
す

る
混
合
、
こ
れ
ま
で
は
盲
導
犬
を
つ

れ
て
い
る
と
き
で
も
、
白
色
ま
た
は

黄
色
の
つ
え
を
掬
え
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
盲
導

犬
を
つ
れ
て
い
る
勘
合
は
、
つ
え
を

持
た
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

した。
同
時
に
、
革
等
の
運
転
者
は
、
目
の

見
え
な
い
人
か
つ
え
を
持
っ
て
の
通

行
は
も
と
よ
り
、
盲
導
犬
を
つ
れ
て

い
る
と
き
や
、
身
体
障
害
者
が
革
い

す
で
通
行
し
て
い
る
と
き
は
、
一
時

停
止
ま
た
は
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

＝

行

政

処

分

＝

◎
酒
酔
い
運
転
は
免
龍
破
り
消
し

い
ず
れ
も
違
反
点
6
点
。
青
空
駐
軍

は
2
点
。
破
調
の
8
時
間
以
上
の
路

上
駐
車
は
1
点
。

◎
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
恩
典

述
反
を
命
じ
た
り
、
黙
認
し
て
い
た

り
し
た
甥
合
、
そ
の
事
の
使
用
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

郵
政
防
止
の
た
め
に
運
転
者
ば
か
り

で
な
く
、
使
用
者
に
も
安
全
運
転
管

理
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で

す。使
用
者
の
黙
認
、
見
逃
し
行
為
が
も

と
で
、
運
転
者
が
無
免
許
、
無
資
格
、

酒
酔
い
、
麻
薬
運
転
で
検
挙
さ
れ
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
そ
の
事
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
労
運
転
、
酒
気
緒
び
運
転

の
場
合
は
2
回
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、

積
載
制
限
遜
反
の
場
合
は
3
回
検
挙

さ
れ
る
と
、
そ
の
事
は
使
用
禁
止
に

な
り
ま
す
。

使
用
禁
止
の
期
間
は
6
カ
月
以
内
。

運
転
禁
止
の
マ
ー
ク
が
事
に
破
ら
れ

ます。

2
年
間
無
革
故
、
無
避
反
の
運
転
者

が
、
ス
ピ
ー
ド
遭
反
な
ど
遡
及
点
2

点
ま
で
の
軽
い
通
反
を
犯
し
、
そ
の

後
3
カ
月
間
無
郵
政
無
違
反
だ
っ
た

場
合
は
、
こ
の
点
数
は
邁
反
点
数
か

ら
は
ず
さ
れ
ま
す
。

昭
和
甜
年
度
、
保
育
所

入
所
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て

安
全
運
転
哲
理

身
体
障
害
者
の

通

行

を

保

護

◎
遭
忘
者
は
一
時
柵
止
ま
た
は
徐
行
を

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運
蟻

と
、
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
で
、
一
度

の
違
反
で
免
許
は
取
り
消
し
に
な
り

ます。

◎
無
車
検
、
無
保
険
に
も
違
反
点

今
ま
で
は
道
路
交
通
法
違
反
に
問
わ

れ
る
だ
け
で
、
行
政
処
分
を
受
け
な

か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も
、
今
後

は
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

無
車
検
、
無
保
険
（
強
制
保
険
）
は

◎
割
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任

5
台
以
上
の
車
を
使
用
し
て
い
る
事

業
主
（
使
用
者
）
は
、
2
0
台
に
1
人

の
割
合
で
郡
安
金
管
瑛
者
を
お
く
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

割
安
全
管
理
者
の
資
梅
は
、
2
0
歳
以

上
で
運
転
経
験
3
年
、
管
理
経
験
一

年
以
上
で
す
。
た
だ
し
、
艶
っ
ぽ
ら

い
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
や
、
そ
の

他
の
重
大
な
違
反
で
検
挙
さ
れ
て
か

ら
、
ま
だ
2
年
を
経
て
い
な
い
人
は

そ
の
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
審
理
不
敬
庫
に
は
車
の
使
用
制
限

使
用
者
や
、
安
全
運
転
管
理
者
が
、

積
賊
造
反
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
の

昭
和
的
年
度
保
育
所
入
所
申
請
書
の

受
付
を
、
次
の
と
お
り
各
保
育
所
ま
た

は
役
揚
福
祉
係
で
実
施
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
入
所
基
準
は
、
次
の
い
づ
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
で
、
家
庭
で
母
親
以
外
の

人
で
も
保
育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

○
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
抱
合

○
母
親
が
日
中
家
庭
で
家
導
以
外
の
仕

導
を
し
て
い
ろ
場
合

○
母
親
が
い
な
い
家
庭
（
死
亡
、
行
方

不
明
等
）

0
母
親
の
出
産
後
（
出
産
の
前
後
ま
た

は
疾
病
の
場
合
等
）

○
病
人
の
看
病
（
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
障
害
者
が
あ
る
た
め
母
親
が
看
病

に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
）

○
家
庭
の
災
害
（
火
災
、
厨
水
害
で
居

室
を
失
っ
た
場
合
）

◎
各
保
育
所
定
員

遠
賀
川
保
育
園
　
0
0
人

山
び
こ
保
育
園
　
脚
人

南
部
保
育
園
　
　
脚
人

※
現
在
各
保
育
園
に
入
所
中
の
児
童
も

新
規
に
申
請
書
を
再
度
提
出
し
て
下
さ

い。◎
入
所
申
話
蕾
の
受
付
期
間
及
び
提
出

場
所昭

和
邦
年
1
2
月
幻
日
－
昭
和
5
4
年
1

月
3
1
日
ま
で
に
、
各
保
育
園
ま
た
は
役

場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
入
所
申
請
用
紙
は
各
保
育
園
ま
た
は

役
場
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

○
入
所
申
請
番
の
記
載
萌
項
及
び
添
付

書
類
等
に
不
備
な
点
が
あ
り
ま
す
と

申
請
書
の
受
理
が
で
き
か
ね
ま
す
の

で
、
記
載
事
項
及
び
添
付
謡
類
等
に

つ
い
て
は
、
説
明
書
ど
お
り
に
由
諦

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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石石
松松

美政
保雄

浅

秋木
吉

洋俊　　建∴∴英　　法　　恭伸
恵∴∴子　二　　次功則博生均一天真

利繁∴重宙利　　裕和美三悦輿　　酒粕良政
男雄好行　男　　子弘穏日給子秀　　美日嗣夫彰

輿森秀増
古　田　島　村
田

公　初
純也乃郎

谷　坂江樋
口　本上　木

雄翻∴護克
ニ　ー子　教

信博誌駁
撃人員子

山水原　　舞楽　　吉　松滅寓武川大入松
下上　　　　添田　　永　本iコJJ谷口　掠江　本

洋　　美実
額哲久　　智和　　都城賢邦幸友省佳千
江治美　　千子　　雅子　治夫敏子　三代絵

たばこ　は町内で買いま　し　ょ　う

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に

遠
賀
町
で
も
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
新
成
人
を
迎

え
ら
れ
た
方
（
昭
和
綿
年
4
月
2
日
～
鈍
年
4
月
1
日
の
間
の
出
生
看
）

を
調
査
し
、
日
月
1
日
現
在
で
次
の
通
り
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

転
入
さ
れ
た
方
、
誤
諒
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
謹
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
御
面
倒
な
が
ら
教
育
委
員
会
碧
落
局
ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

な
お
、
記
念
行
事
に
は
、
元
R
K
B
毎
日
放
送
プ
ロ
ヂ
ニ
ー
サ
ー
田
辺
幸

子
先
生
の
講
演
「
広
い
目
を
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

寄
　
寓石

田
　
積

江
藤
　
美
幸

渡
辺
　
雲
幸

若
　
松池

田
　
崇
子

中
田
由
美
子

北
岡
　
宗
頭

福
留
　
美
子

態
田
由
美
子

舛
添
　
佳
子

三
嶋
　
正
行

鬼
∴
運伊

態
久
美
恵

青
石
　
和
也

二
村
　
康
成

吉
浦
　
孝
明

鳥
∴
鴫秋

武
久
美
子

上
田
　
穏
美

大
境
美
智
子

江
頭
　
敦
子

要
　
重
代
子

爵
蕊
あ
け
み

福
本
千
鶴
子

舛
添
　
　
貢

丸
井
渚
一
郎

山
下
　
哲
夫

井
口
　
敬
子

田
中
∴
尚
子

三
原
　
正
美

井
上
ひ
と
み

碕
崎
　
田
臣

祷
惜
∴
∴
像

野
村
　
牧
子

清
田
あ
け
み

三
島
∴
梯
子

別
　
府大

庭
　
春
美

橋
本
　
　
廠

週
日
由
美
子

千
代
丸永

田
　
伊
予

永
田
　
初
美

庭
瀬
　
　
修

今
古
賀大

西
　
末
実

柴
田
　
宏
岡

上
別
府石

松
　
秀
文

石
松
加
代
子

高
崎
　
　
広

中
西
　
通
子

松
井
加
代
子

松
井
　
京
子

小
玉
　
好
悪

東
経
　
政
子

刀
根
　
且
文

折
橋
由
美
子

花
田
英
知
江

松
浦
　
薬
子

柴
田
　
順
行

古
川
　
宗
隆

岩
永
や
よ
い

登
臨
　
幸
子

高
額
　
芳
朗

桝
田
　
岳
二

若
葉
台大

石
貴
美
子

丸
尾
　
博
行

虫
豊
津石

井
登
代
美

上
松
千
代
美

武
谷
　
　
勝

仲
山
　
立
至

青
野
　
勇
二

松
田
　
態
倍

門
司
　
要
介

東
　
町阿

謡
∴
親
子

梯
態
　
久
子

吉
田
　
初
志

白
水
棄関

本
高
田

松
澤

薪
垣

松
尾

久
揚

国
吉

桃
原

音
木

西
　
円木

的
大
和

川
上
　
千
番

高
杢
千
賀
子

高
標
　
準
司

村
田
　
良
恵

西
岡
美
佐
子

上
日
　
直
美

大
西
　
哲
雄

仲
山
　
幸
子

宙
井
　
清
二

吉
野
　
悦
子

水
口
　
撃
殺

毛
利
水
穏
子

川
畑
ひ
と
み

新
留
　
　
意

吉
井
　
江
刺

田
連
　
累
法

面
本
　
態
司

米
重
　
昭
一

屋
我
　
　
昭

大
域
一
美

西
島
木
我
利

瀬
名
波
茂
蕃

金
田
　
基
次

中
村
　
久
男

石
松
　
聖
子

一
団
　
恵
子

今
山
　
雅
総

高
部
　
秀
敏

木
嶋
三
千
男

坂
本
み
ゆ
き

佐
藤
　
益
生

島
村
　
和
枝

高
崎
由
起
子

千
々
岩
典
子

松
原
　
文
男

松
本
　
　
稔

楼
溝
　
恵
子

森
田
　
曹
司

鳥
原
　
　
巧

木
　
守石

井
　
俊
児

大
村
　
雅
久

小
川
　
隆
子

白
木
　
道
栄

柴
田
二
三
江

田
申
久
美
子

永

田

　

誠

前
田
　
鱒
利

宮
城
　
康
典

安
棲
美
代
子

芳
村
　
俊
夫

老
　
良井

上
　
頼
子

川
本
ま
み
代

添
田
　
純
子

遠
賀
川井

上
　
隆
幸

薄
井
　
議
事

小
早
川
真
理
子

新
構
え
り
子

井
上
寿
美
子

瓜
生
∴
宙
男

宙
下
　
信
二

小
南
　
正
諺

坂
本
　
同
輩

迫
　
し
の
ぶ

田
中
　
典
子

谷
内
真
由
美

中
原
　
研
一

松
本
か
づ
子

門
司
　
和
徳

吉
田
　
邦
彰

浦
田
　
敏
明

石
川
　
　
明

小
用
　
芳
共

演
那
　
惑
尭

白
木
　
碓
久

患
田
し
げ
代

高
崎
千
賀
子

福
田
　
　
作

松
本
　
隆
文

村
田
　
雄
残

量
比
久
　
陛

渡
連
　
伸
一

鎌
田
　
華
子

米
松
∴
∴
洩

申
小

野
澤

村
田

吾
北

新
　
町石

田
上
野

金
岡

柴
田

松
尾

水
上

旧
　
停石

田
岡
部

川
口

木
村

高
倉

石
原
　
和
彰

片
山
　
隆
文

木
下
　
泊
地

松
原
　
利
次

山
崎
ひ
ろ
代

岩
本
∴
尚
子

上
村
真
智
子

木
村
美
佐
子

高
瀬
　
清
美

広
　
渡有

小
　
知
代

赤
司
あ
け
み

大
場
八
十
芙

織
田
　
和
幸

垂
筒
佐
智
子

徳
王
　
博
文

西
坂
　
里
美

堀
川
　
幸
美

向
喜
久
吉
子

松
ノ
奉柴

田
　
商
拡

柴
田
　
良
子

道
　
警唯和

田
水
上

横
山
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量婁萎
ミミ＝≡≡委

人
権
の
歴
史
に
学
び

正
し
い
認
識
を

ム
ー
ら
く
　
　
れ
き
し
　
　
そ
う
そ
う

三
、
部
落
の
鹿
央
と
創
造
へ
の
あ
ゆ
み
　
㈲

か
い
　
　
は
う
ー
∴
観
音

解
　
放
　
令

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
十
月
、

十
五
樽
瀧
課
徴
順
難
読
二
葦
の
水

難
を
難
し
で
・
跡
轍
驚
す

l

，

　

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

い

●

い

る
こ
と
を
申
し
出
て
、
こ
こ
に
、
大
政

議
謙
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年

十
二
朋
・
謡
疎
従
軍
の
ポ
欝
が
発
せ

ら
れ
・
二
六
五
輪
胱
続
い
た
些
義
和

は
た
お
れ
・
二
九
二
籠
戴
霜
の

鶉
探
時
七
〇
〇
鵠
難
く
に
お
よ
ん

だ
詳
剥
離
瀞
は
、
終
わ
り
を
つ
げ
ま
し

鵬
灘
灘
に
な
っ
て
、
郎
窮
は
挑
戦

軸
樽
か
ら
放
け
印
し
て
・
薄
し
い
灘
樽

醗
輔
の
轍
誌
に
乗
り
即
す
こ
と
に
な

り
、
鵬
浄
離
和
は
、
前
い
排
轍
郎
な
謙

称
政
に
謝
辞
を
加
え
、
則
武
襲
藤
寵

を
大
急
ぎ
で
育
て
て
い
き
ま
し
た
。
明

瀞
四
醗
（
六
七
一
鵠
）
八
郎
・
就
航

は
、
整
戴
六
一
部
で
、
曲
に

か
い
－
優
，
n
い
∴
∴
∴
∴
～

い
う
「
解
放
令
」
を
出
し
ま
し
た
。

○
叱
▲
∴
L
t
e
∴
掌
い
∴
∴
そ
う
？
k
i
ラ

「
え
だ
・
非
人
の
称
、
廃
せ
ら
れ
候
条

b
・
？
ん
∴
∴
み
ム
A
U
よ
く
’
ふ
う
と
ら
　
へ
い
ろ
ん
と
，
よ
，

自
今
、
身
分
職
業
共
、
平
民
同
様
た

る
べ
き
こ
と
」

と
い
う
灘
律
が
鐘
科
さ
れ
、
灘
総
員
が

番
い
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
－
引
O
i
J
別

制
度
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
部
落
の
人

消
え
て
い
き
、
そ
こ
に
は
、
新
し
い
差

別
が
ま
ち
か
ま
え
て
い
だ
の
で
す
。

－
　
0
　
－
　
0
－
－
－
0
　
－

第
一
に
、
部
落
の
人
た
ち
に
人
間
ら

し
い
鄭
瀧
を
刷
離
し
な
か
っ
た
こ
と
で

し
．
う
L
t
く
　
け
づ
こ
人
　
l
t
l
い
く

す
。
そ
し
て
、
就
職
・
結
婚
・
教
育
な

か
く
め
ん
∴
∴
∴
∴
i
「
べ
　
　
　
　
　
　
つ
づ

ど
の
各
面
で
、
差
別
は
な
お
続
い
た
の

です。離
愁
の
天
幕
の
雑
溝
を
さ
さ
え
る
の

塾
緻
緋
を
黙
し
た
敬
謙
郎
な
か

い
一
っ
耕
、
塾
旅
や
正
殿
に
離
し
て
跡
か

ら
つ
あ
く
こ
，
3
い
　
　
－
1
1
あ
く
　
　
↓
l
，
農
大
　
　
　
l
の

は
、
秩
禄
公
債
（
俸
禄
を
率
還
し
た
者

に
窮
偉
す
る
た
め
に
諾
街
さ
れ
た
鐘
鶴

や
全
文
「
∴
種
え
二
一
∴
－
9

）
の
よ
う
な
恩
恵
が
全
部
に
与
え
ら

れ
、
勝
瑞
に
は
郵
裁
態
の
獄
山
梨
を

と
　
　
　
　
ち
　
か
　
　
　
3
と
　
　
　
　
ら
0
人
　
　
は
つ
こ
う

解
き
、
地
価
を
定
め
て
地
券
を
発
行
し
、

と
ー
ら
∴
∴
∴
ふ
〆
て
i
：

土
地
を
不
動
産
と
し
て
、
銃
樽
郎
な
土

地
所
有
権
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
離
淡
の
パ
び
と
に
は
、
塞
ぐ
俄
ら

け
い
す
い
て
l
　
　
ふ
ん
育
て
ー
∴
．
雪

の
経
済
的
な
援
助
も
与
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

別
封
叢
と

さ
れ
、
職
業
も

居
住
も
自
由
と

な

っ

た

の

で

第
二
に
は
、

酢
妹
が
雑
観
離

国
に
追
い
つ
か

な
け
れ
ば
な
ら

す
。
こ
れ
は
、

愁
疑
獄
か
ら
、
動
態
鎌
に
聡
談
さ

れ
た
郎
雑
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

〇

　

0

　

　

　

0

　

0

あ
り
ま
し
た
。
部
落
の
人
達
は
、
ど
ん

O

 

o

0

0

0

0

c

 

c

0

0

0

0

0

　

霊

な
に
よ
ろ
こ
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
長

く
・
さ
び
し
い
勢
鵬
の
萌
に
卦
き
軟
い

l
 
o
と
か
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
へ
ん
∴
∴
あ
，

て
来
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
朗

鞘
た
っ
た
の
で
す
。
パ
ぴ
と
は
寵

に
、
「
自
由
と
平
等
」
の
お
と
ず
れ
を

期
待
し
、
明
る
い
世
の
中
に
な
っ
た

と
、
お
ど
り
上
が
っ
て
よ
ろ
こ
び
ま
し

た。
し
か
し
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
は
や
が
て

戟
驚
、
そ
の
他
の
一
課
鶉
も
、
疎

か
の
筏
お
し
に
よ
っ
で
義
軍
し
た
欝

椛
惣
寵
に
よ
っ
て
ポ
即
製
を
う
け
・

ポ
蓋
読
ど
で
は
、
離
灘
藷
麓

か
ら
如
欧
の
雄
愚
書
う
に
も
驚
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
た
え

ず
、
着
び
と
は
齢
め
察
鰍
の
燕
続

で
・
ど
ん
な
に
窮
い
排
銘
で
あ
ろ
う

と
・
ど
ん
な
に
つ
ら
い
批
蔀
で
あ
ろ
う

と
、
謹
し
て
い
く
た
め
に
は
、
は
蛾

か
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
し
む
け
ら
れ

旭
の
で
す
。

な
い
と
い
う
こ

▲
こ
く
l
t
I
、
い
∴
∴
∴
．
p
t
く
さ
？
午
，
r
J
マ
フ

と
で
、
「
富
国
強
兵
」
　
「
殖
産
興
業
」

の
知
の
も
と
に
、
鵬
瀞
駄
科
は
、
「
緋

重
い
　
　
　
　
へ
い
具
l
　
　
　
‘
t
T
7
い
く
　
　
　
’
∴
心
　
　
こ
く

税
」
　
「
兵
役
」
　
「
教
育
」
の
艶
務
を
国

民
に
課
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で

食
ら
く
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
　
∴
∴
は
∴
ご

部
落
な
る
が
故
に
保
護
さ
れ
て
来
た
、

勉
税
や
艶
麗
霧
の
撥
も
な
く
な
り

蛾
瀞
疎
和
は
、
離
難
読
か
っ
た

た
め
、
す
こ
し
で
も
租
税
を
多
く
と

り
、
国
の
財
源
を
ふ
や
そ
う
と
考
え
た

あ
ら
く
　
o
と
　
め
い
l
・
ヽ
b
t
～
へ
い
み
ん

の
で
す
。
部
落
の
人
を
名
目
上
平
民
に

し
た
て
あ
げ
、
四
民
平
等
と
い
う
こ
と

で
、
納
税
面
で
は
同
等
な
あ
つ
か
い
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
か
え
っ

け
い
－
○
い
て
●
∴
あ
た
ら
∴
∴
∴
録
－
亨
は
∴
∴
′
こ

て
経
済
的
に
新
し
い
重
櫛
が
加
え
ら
れ

り
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
う
　
　
が
い
∪
く

る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
他
方
、
外
国

b
 
i
l
ん
　
　
i
t
～
モ
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
す
　
　
L
c

資
本
と
競
争
す
る
た
め
に
は
、
安
い
品

物
を
つ
く
ら
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

か
く
　
　
ら
ん
が
ん
　
　
あ
”
ん
く

に
は
、
低
い
賃
金
で
文
句
を
い
わ
ず
に

蛾
や
獣
熊
襲
難
だ
っ
た
の
で
享

部
落
は
こ
の
貧
し
さ
を
支
え
る
、
し
す

い
し
　
　
　
　
　
　
　
あ
ー
y
t
プ
レ
○
せ
ん
だ
い
　
ち
人
尊
大

め
石
と
し
て
、
労
働
者
全
体
の
賃
金
を

撥
に
倣
い
紹
艶
直
お
く
筏
緋
を
繋
さ
せ

ら
れ
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
土
地
を
も

暮
ら
く
　
　
り
と
∴
｛
怠
－
∴
⊂
二
く
り
よ
～
　
　
い

た
な
い
部
落
の
人
の
高
い
小
作
料
を
維

持
す
る
た
め
の
、
お
も
り
と
し
て
利
用

さ
れ
、
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
す
。

か
い
は
ら
れ
い
　
　
　
か
あ
い
ら
青
い

つ
ま
り
、
「
解
放
令
」
は
紙
一
枚
の

郵
姥
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
、
輔
が

t
l
∴
∴
∴
あ
ー
千
々
で
い
〕

的
に
身
分
制
度
を
な
く
し
た
も
の
で
は

な
く
、
依
然
と
し
て
差
別
は
残
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。

（
以
下
次
号
）

憩
壁
土

会社る明てしな別巻
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菰
　
黒

神
社
の
御
神
体
を
盗
ん
で
い
さ
か
い

を
お
こ
し
た
言
い
伝
え
は
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
聞
く
。
「
遠
賀
村
諾
」
に
よ
る

と
「
広
瀬
区
で
も
以
前
は
高
屋
敬
八
幡

宮
を
本
社
と
し
て
正
月
元
旦
に
は
老
若

男
女
の
別
な
く
皆
参
詣
し
て
い
だ
が
、

大
河
を
渡
る
事
の

危
険
と
戎
動
機
か

ら
、
村
人
が
夜
陰

に
乗
じ
て
神
体
を

盗
み
出
し
た
が
、

立
屋
敷
村
の
人
に

見
付
け
ら
れ
追
及

さ
れ
た
の
で
神
体

石
塊
を
、
菰
池
に

投
げ
込
ん
だ
山

で
、
近
年
迄
広
波

の
常
座
に
は
典
故

実
に
よ
り
て
、
必

ず
讃
美
を
用
い

る」

（十二）

少
年
剣
道
大
会
で

女
子
が
入
賞
を
独
占

祭
（
広
漠
）

そ
こ
で
広
渡
の
八
剣
宮
で
は
十
二
月
の

宮
座
の
前
日
、
強
の
横
に
出
来
る
談
笑

と
も
い
わ
れ
る
（
菰
黒
）
を
採
集
し
て

二
本
ず
つ
括
り
一
と
組
に
し
、
氏
子
の

声
数
だ
け
そ
れ
を
作
り
、
昏
睡
当
日
そ

れ
を
神
的
に
供
え
、
祭
典
の
後
そ
の
菰

日
月
が
日
、
遠
賀
郡
四
町
と
中
間
市

か
ら
1
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
少
年
剣

道
大
会
が
水
巻
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

賞
を
独
占
し
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
に
全
勝

し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、

黒
を
う
た
け
の
階
に

一
つ
ず
つ
添
え
る
の

で
あ
る
。

新
穀
祭
（
首
座
）
は

毎
年
座
元
が
変
り
座

元
に
当
っ
た
家
は
、

隣
組
の
人
々
を
招
い

て
枕
頭
を
開
き
、
田

の
神
様
を
お
む
か
・
説

す
る
の
で
あ
る
。
臍

に
は
鯛
の
焼
物
、
野

菜
の
煮
〆
、
吸
物
、

鮒
の
ぬ
た
な
ど
が
盛

ら
れ
、
菰
黒
が
必
ず

紐
か
れ
ろ
の
だ
っ

た。
遠
賀
町
剣
道
教

室
生
も
多
数
の
選

手
を
柏
手
に
、
毎

日
の
練
習
の
成
果

を
充
分
発
揮
し
て

戦
い
、
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
を
あ

ぴ
ま
し
た
。

特
に
個
人
戦
小

学
佳
女
子
の
部
で

決
勝
戦
に
は
出
れ

な
か
っ
た
も
の
の

3
位
決
定
戦
で
、

大
将
戦
1
本
対
1

本
ま
で
が
ん
ば
り

ま
し
た
が
一
歩
お

よ
は
ず
、
4
枚
と

な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
試
合

態
度
や
、
マ
ナ
ー
・

の
良
さ
は
1
位
の

血
の
コ
ー
ス

▽
オ
ー
ダ
ー
と
遠
距
離

一
区
　
中
学
生
　
　
　
2
・
2
慮

二
区
　
小
学
生
　
　
　
2
・
2
品

三
区
　
2
0
　
代
　
　
2
・
3
庸

四
区
　
中
卒
～
1
0
代
　
2
・
2
向

丘
区
　
中
学
生
　
　
　
2
・
2
品

六
区
∴
鮒
　
代
　
　
2
・
2
履

七
区
　
2
0
　
代
∴
∴
∴
u
・
2
五

八
区
　
5
0
　
代
　
　
雄
血

▽
競
技
方
法
∴
町
内
各
地
区
公
民
飼
料

抗

に
ぎ
や
か
に

新
町
文
化
祭

は
1
位
に
金
子
美
都
二
十
さ
ん
（
浅
木

小
）
、
2
位
に
野
口
爽
瑛
子
さ
ん
（
広

波
小
）
、
3
筋
に
問
坂
里
美
さ
ん
（
広

渡
小
）
と
、
遠
賀
町
剣
道
教
整
亀
が
入

チ
ー
ム
以
上
の
立
派
な
も
の
で
し
た
。

今
後
と
も
練
習
に
は
げ
ん
で
、
よ
り

す
ぼ
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
4
回
遠
賀
町
民
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
す

と
番
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
を
見
る
だ

け
で
は
あ
ま
り
味
気
な
い
が
、
村
人
に

追
わ
れ
て
こ
神
体
の
戒
さ
に
耐
え
ら
れ

ず
、
河
原
の
諒
の
中
に
隠
し
、
翌
日
探

し
当
て
た
ご
神
体
は
、
菰
無
で
黄
熱
に

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
全
く
菰
熟
が
守

っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
と
少
し
っ
け

加
え
て
味
わ
う
と
、
中
々
人
間
味
が
あ

ふ
れ
、
芸
術
的
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

た
。
帰
り
に
そ
の
説
黒
を
家
に
持
っ
て

帰
り
、
神
栖
に
供
え
来
年
の
害
盤
ま
で

一
年
間
の
お
守
り
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
風
習
が
何
百
年
も
の
間
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
だ
か
ゆ

か
し
さ
を
鴬
え
る
の
で
あ
る
。

荻
原
の
強
自
く
枯
れ
　
冬
の
日
に

菰
黒
を
思
う
　
野
分
の
後
の
黙

（
片
山
花
御
史
）

恒
例
の
遠
賀
町
民
駅
伝
大
会
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。

っ
い
て
は
、
町
内
各
公
民
館
の
出
場

な
ら
び
に
町
民
の
皆
様
の
多
数
の
御
声

顕
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
目
時
　
1
2
月
1
7
日
（
「
I
）

午
前
川
嶋
ス
タ
ー
ト

▽
コ
ー
ス
　
患
門
小
学
校
績
～
鬼
津
～

小
蔦
掛
～
尾
崎
の
一
周
4
・
4

日
月
2
3
日
、
中
央
公
民
館
で
新
町
区

の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
隣
組
か
ら
芸
達
者
が
多
数
出
激
し

で
、
会
場
を
う
め
た
区
民
か
ら
や
ん
や

の
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
団
に
よ
る
潰
葵
や
創
作
舞

踊
、
空
手
の
模
範
演
技
な
ど
も
披
縛
さ

れ
、
こ
れ
ま
た
喝
采
を
あ
び
ま
し
た
。

各
紙
の
演
芸
の
ほ
か
、
会
場
で
は
チ

ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
行
な
わ
れ
、
収
益

金
が
区
長
さ
ん
の
手
で
、
遠
質
航
社
会

福
祉
協
識
会
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す

1
2
月
3
1
日
と
正
月
3
日
間
、
璃
時

の
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
致
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会

の
全
面
的
協
力
を
得
て
、
遠
賀
郡
4

町
と
中
間
市
が
共
同
で
設
け
る
も
の

で
、
急
病
で
や
む
を
得
な
い
方
に
限

っ
て
診
察
し
ま
す
。

正
月
酒
の
飲
み
す
ぎ
や
、
正
月
過

ぎ
に
診
察
を
受
け
れ
ば
よ
い
よ
う
な

慢
性
の
患
者
さ
ん
の
診
演
は
、
お
断

り
致
し
ま
す
。

な
お
、
急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ

る
方
は
次
の
事
を
御
承
知
下
さ
い
。

▽
診
察
は
「
有
料
」
で
す
。

▽
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
又
は
、
生
活
保
護
カ
ー
ド
。

老
人
・
乳
幼
児
・
障
害
者
医
療
を
受

け
て
い
る
人
は
、
和
睦
と
被
保
険
者

証
と
各
医
療
証
を
必
ず
持
参
し
て
下

さい。

▽
往
診
は
致
し
ま
せ
ん
。

▽
開
設
場
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町

頃
末
、
町
民
会
館
前
）
電
話
0
9
3

（
6
9
1
）
4
1
6
1
又
は
0
6
2

▽
開
設
日
と
診
療
時
間

1
2
月
3
1
日
　
1
0
時
～
1
8
時

1
月
1
日
　
1
2
時
～
1
8
時

1
月
2
日
　
1
0
時
～
1
8
時

1
月
3
日
　
1
0
時
～
1
8
時

※
役
場
で
は

役
場
の
諺
務
は
例
年
の
と
お
り
、
1
2

月
2
8
日
午
前
中
に
「
御
用
納
め
」
を

行
い
、
1
月
3
日
ま
で
窓
口
一
般
事

務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
和
睦
証
明
、
声
簿
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
、
1
2
月
躯
日
午
後
以

降
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
方
は
早
目
に
役
場
に
お
い
で
下
さ

い。た
だ
し
、
声
箔
の
受
付
（
出
生
届
、

死
亡
届
）
に
つ
い
て
は
当
直
者
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

※
遠
賀
剛
毛
大
愚
の
家
で
は

1
2
月
2
9
日
か
ら
、
1
月
1
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
中
央
公
民
館
と
別
館
で
は

1
2
月
2
8
日
か
ら
、
1
月
4
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。

m

歳

末

　

　

　

　

i

“

た

す

け

あ

い

運

動

細

昭
和
2
6
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
こ

の
連
動
も
、
今
回
で
秘
回
を
数
え
ろ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
又
師
走
の

風
と
と
も
に
全
国
各
地
で
連
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
当
町
で
も
1
2
月
l
日
よ
り

2
0
日
ま
で
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
　
さ
れ
て
い
る
人
や
、
心
身
陪
蕾
児
（

正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
正
月
を
　
者
）
等
に
、
博
さ
ん
方
の
暖
か
い
義
援

前
に
町
内
の
蕊
ま
れ
な
い
万
々
や
遠
賀
　
金
を
お
配
り
し
た
く
実
施
い
た
し
ま
す

町
か
ら
県
肉
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
に
入
園
　
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

遠
賀
町
か
ら
火
事
を
な
く
そ
う

こ
れ
か
ら
来
年
に
か
け
い
そ
が
し
く

な
り
、
寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
さ
び
し
く
な

り
ま
す
。
火
の
使
用
も
多
く
な
り
、
気

を
ゆ
る
め
れ
ば
火
車
と
も
な
り
か
ね
ま

せん。火
謡
は
一
瞬
に
し
て
財
産
を
灰
に
し

て
し
ま
い
、
時
に
は
尊
い
人
命
ま
で
奪

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
事
の
原
因
は
、

火
を
使
う
人
が
「
こ
れ
く
ら
い
で
は
火

部
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
軽
い

気
鴇
で
火
を
使
う
た
め
に
起
っ
て
い
ま

す
。
今
年
こ
そ
、
火
を
使
う
時
は
「
－

だ
ろ
う
」
と
い
う
気
詩
を
す
て
て
、
そ

の
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
日
と
心
を

離
さ
な
い
で
、
遠
賀
町
か
ら
火
事
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

○
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
暖
タ
バ
コ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
時
々
、
家
族
そ
ろ
っ
て
防
火
診
断
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
、
お
や
す
み
前
に
は
火
の
元

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
の
同
い
合
せ
に
つ
い
て
の

お
さ
い

火
碧
の
と
き
役
場
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
と
、
宙
話
に
よ
る
役
場
へ
の

問
い
合
せ
が
大
変
多
く
な
り
ま
し
た
。

役
場
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
と
同
時

に
消
防
団
関
係
へ
の
連
絡
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
一
刻
を
あ
ら
そ
う
時

に
外
か
ら
の
問
い
合
せ
が
あ
り
ま
す

と
、
そ
れ
だ
け
消
防
団
関
係
へ
の
連
絡

が
遅
れ
ま
す
。

火
車
の
問
い
合
せ
は
、
遠
賀
郡
消
防

署
、
砲
話
③
3
9
2
1
（
テ
ー
プ
に
セ

ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
）
　
へ
〃

◎
火
災
・
救
急
発
生
状
況

（
1
月
か
ら
ー
0
0
月
ま
で
）

家
庭
の
配
線
診
断
を

無
料
で
い
た
し
ま
す

九
州
能
気
保
安
協
会
で
は
、
2
年
に

1
回
九
州
底
力
の
委
託
を
う
げ
で
、
家

庭
の
配
線
診
断
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
漏
懲
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も
の
で
、
料

金
は
無
料
で
す
。

な
お
、
穏
気
配
線
そ
の
他
に
つ
い
て

疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
際

担
当
技
師
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

診
断
の
申
し
込
み
は
、
鳩
都
0
9
2

（
7
1
1
）
0
0
5
6
の
、
九
州
砥
気

保
安
協
会
喰
鞍
部
サ
ー
ビ
ス
担
当
係
ま

で。

募
　
集
　
中

※
空
手
教
室
生
徒
募
集
〃

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
（
一
枝
も
募
集

中）

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
唖
口

▽
時
間
　
午
後
7
時
～
8
時
0
0
分

▽
指
導
者饗

発
会
総
本
部
道
場

小
田
二
段
、
中
井
三
段
、
半

田
一
一
段

◎
森
聖
者
は
恒
接
会
場
に
釆
ら
れ
る
か

⑤
1
5
7
0
中
井
、
④
1
2
3
4
半

田
（
役
場
内
）
ま
で
聞
合
せ
下
さ
い
。

◎
当
空
手
教
室
生
も
、
先
に
行
わ
れ
ま

し
た
昇
級
審
盃
で
そ
れ
ぞ
れ
昇
級
し

て
お
り
ま
す
。

。
八
級
　
古
賀
（
小
二
）
、
横
田
（

小
二
）
、
半
田
（
小
二
）

石
田
（
小
二
）
、
増
永
（

小
四
）
、
中
嶋
（
小
五
）

。
五
級
　
中
井
（
小
五
）
、
中
井
（

中
一
）
、
古
川
（
一
般
）

（　）内は学年

※
新
有
権
者
感
想
文

地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い

て
感
じ
た
こ
と
等
、
新
有
権
者
と
し

て
の
感
想
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
1
丁

目
1
の
1
、
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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月
の
税
金

定
　
資
　
産
　
税
　
3
期
分

納
期
限
　
　
1
2
月
鰐
口
ま
で

実
額
で
納
税
　
明
る
い
町
政

い。
○
道
蹄
工
事
中
は
ゴ
ミ
収
集
車
の
通
る

所
ま
で
ゴ
ミ
を
詩
ち
出
し
て
下
さ

い。
○
各
区
毎
の
袋
取
扱
い
者
は
Ⅱ
月
号
の

広
報
お
ん
が
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
無
縁
墳
墓
の
敬
慕
が
あ
り
ま
す

無
縁
墳
送
の
改
葬
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

○
居
出
先

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
8
日
（
月
）

1
月
1
6
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
同
時
～
Ⅱ
時
3
0
分

▽
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

▽
賜
∴
所
　
役
場
保
僅
室

▽
持
珍
品
　
母
子
手
態

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

詰
等
の
相
談

※
し
尿
く
み
振
り
に
つ
い
て

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
次
の
事
を

守
っ
て
下
さ
い
。

○
く
み
取
り
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
も

す
ぐ
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
、
早
目

に
役
渇
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

〇
人
貝
の
巽
動
が
あ
っ
た
場
合
も
、
す

ぐ
に
役
場
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

○
地
下
水
、
雨
水
等
の
流
れ
込
む
よ
う

な
不
良
便
そ
う
は
早
急
に
改
善
し
て

下
さ
い
。

○
使
そ
う
付
近
は
作
業
し
や
す
く
し
て

下
さ
い
。

○
留
守
に
す
る
場
合
は
近
所
・
勝
り
の

方
に
お
願
い
し
て
、
料
金
の
未
納
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ゴ
ミ
裳
は
町
指
定
の
袋
で

役
場
で
は
ゴ
ミ
の
無
届
搬
出
（
タ
ダ

出
し
）
を
防
止
す
る
た
め
、
役
場
指

定
の
ゴ
ミ
袋
を
各
区
、
組
長
、
婦
人

会
、
母
子
会
等
を
通
じ
て
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。
区
長

等
で
取
り
扱
っ
て
い
な
い
地
区
の
方

は
、
衛
生
係
で
百
枚
単
位
、
一
枚
9

円
で
販
売
致
し
ま
す
。
市
販
の
袋
等

を
使
用
さ
れ
た
場
合
に
収
集
等
も
れ

が
あ
っ
て
も
、
そ
の
責
任
は
負
い
ま

せん。

○
ゴ
ミ
は
近
所
の
人
と
ま
と
め
て
き
め

ら
れ
た
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
も
え
ろ
ゴ
ミ
、
も
え
な
い
．
つ
、
＼
大

型
ゴ
ミ
は
き
め
ら
れ
た
日
に
わ
け
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

○
で
き
る
だ
け
水
切
を
よ
く
し
て
下
さ

▽
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

0
届
出
俺

∇
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
屈
出
先

▽
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

静
岡
県
富
士
富
市
1
4
4

の

1

7

4

5

不
明照

和
5
3
年
1
2
月
2
0
円

静
岡
県
富
士
富
市
元
城
町

l
番
l
号
、
富
士
宮
市
役

所
衛
生
課
、
通
話
0
5
4

4

2

　

′

7

）

3

1

1

1

熊
本
県
菊
池
市
大
字
班
口

字
下
鶴
・
上
原
・
下
半
尺

・
向
原
・
中
村
・
中
山
・

ニ
ッ
野
・
治
田
道
・
村
脇

不
明昭

和
5
4
年
1
月
5
日

鵬
本
県
菊
池
市
陳
府
1
2

9
0
番
地
　
九
州
地
方
建

設
局
雷
門
ダ
ム
工
郵
郵
務

所
用
地
課
用
地
第
3
係

稽
話
0
9
6
8
2
（
5
）

福
岡
県
嘉
穂
郡
碓
井
町
大

字
飯
田
字
ク
マ
モ
ト
3
3

5
番
5
、
同
3
4
6
番

ク
マ
モ
ト
基
地

昭
和
5
4
年
1
月
1
5
日

▽
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

嘉
穂
郡
碓
井
町
大
字
上
白

井
1
1
8
2
番
1
　
碓
井

町
役
場
同
和
対
策
課
砥
話

0
9
・
4
8
6
2
－
・
2
2
－
7

宮
崎
県
児
湯
郡
新
宮
町
大

学
下
宮
田
東
五
反
田
地
区

内
の
西
田
五
反
田
東

東
西
五
反
田
共
同
基
地

昭
和
5
4
年
1
月
3
1
日

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
矢
川
レ
イ
段

（浅木）

故
土
師
　
普
段

（木守）

故
他
弗
素
徳
殿

（新町）

矢
川
　
浩
司
様

土
師
タ
ツ
子
機

飽
井
マ
サ
子
機

○
屈
出
先
　
新
富
町
大
字
上
富
田
7
4

9
1
番
地
　
新
富
町
役
甥

厚
生
課
　
程
話
0
9
8
3

3

（

3

）

1

1

1

1

3
狩
考
へ
な
い

※
消
防
設
備
土
龍
習
会
を
開
催

詳
細
は
、
遠
賀
那
消
防
本
鄭
予
防
課

連
語
④
1
2
3
1
へ

※
遠
賀
町
青
年
会
か
ら

バ
ス
停
留
所
、
公
園
、
舘
話
ボ
ッ
ク

ス
に
、
大
き
な
吸
い
か
ら
入
れ
を
設

橙
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ス
モ
ー
カ
ー
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
と
し
て
、
ご
利
用
下
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た
の
行
動
が
、

町
を
美
し
く
し
ま
す
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

ま
た
、
赦
土
師
晋
先
生
の
御
遺
族
か

ら
は
、
町
内
の
小
、
中
学
校
4
校
に
も

こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
付
の
お
礼

新
町
区
よ
り
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
去
る
日
月
2
3
日
開
催
さ
れ
た
新
町

区
文
化
祭
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
と

バ
ザ
ー
の
収
益
金
で
す
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

一
表
　
紙
　
　
　
－

…
∴
日
月
2
3
日
、
勤
労
感
謝
の
日
に
一

m
　
遠
賀
中
学
校
で
「
投
薬
祭
」
が
あ
一

～
り
ま
し
た
。
　
　
　
－

個
∴
お
い
し
そ
う
に
色
づ
い
た
、
三
二

一
ン
や
ハ
チ
ミ
ツ
、
八
女
の
お
茶
な
の

～
ど
座
業
製
品
の
聾
等
品
評
会
∴

〝
植
木
市
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
冬
を
〝

調
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
暖
か
い
日
ざ
～

…
し
を
背
に
、
一
日
中
に
ぎ
わ
っ
て
～

一
い
ま
し
た
。


